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　　　星霜を積む事10有9年，早や本甲も誕生以來もうこんな年月を経たのであ

　　る．19年の年月は，人間を中心に考へれば，決して短かVO時間ではない・本會

　　創立の時昏々の聲を學げた者は，もう青年の域に達し，血氣盛りであった者は

　　もう分別盛りの人間になって居り，働き盛りであったものは，早や霜白の髪を

　　いた1“v・て居るかも知れない．叉，多くの會員が最初から今も猫ほ導いて倉員

　　であらうが，中に或者は，既に白玉櫻中の人となったものもあれば，叉極めて

　　新しい會員もあらう．

　　　更に其れよりも驚くべきは，早手と云ふものの攣遷である．しかし外れを論

　　するのは本題のテーマに幅すべきではない・た穿共の聞に在って，本四が天文

　　と云ふ事を通じて過去に淺した業績には無關心では居られない筈である．然し

　　吾人は敢て其れに言を及ぼさない・今は一一切“語るよりも行へ”である．彊V・

　　て求むるなれば未來の現在化に於てのみである．

　　　．云ふ迄もなく，現今の日本は非常時下にある．超非常時である．幾多の華甲

　　をi聖戦に献じ，幾多の傷病勇士を東洋卒和の爲めに捧げ，叉幾多の慮召者をぱ

　　聖苦へと歓途して居る・然も猫ほ是のみでは無V・．

　　　天文の同好者に依って維持し，持績されて居る本會が，如何なる歩みを更に

　　爲すべきか？　世は“弓丈”なるものに付いて問ふかも知れない・又本會の現

　　下に於ける役割をも間ふかも知れない．或る意味で“天白”の會と云ふものの

」吟立場は困難になるかも知れない．

7　　天象は大同小異を以て，やはり繰り返へされるであらう，其庭には正しさも

好　あらう．美もあらう．憩ひもあらう．が然し，共れ鳴けでは答へられないと思

　　はれる・いつれにせよ，先づ，千手と思索との順逆雨雫係に回弄する“天文”

　　の賦すべき，正しい文化的使命を把握する事が急務である・


